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近江八幡市という町
　近江八幡市は、日本の真ん中にある大きな琵琶湖のあ
る滋賀県の南部に位置します。京都、大阪までJR一本
で行くける便利さもあり、ベッドタウンとして転勤族の
多い街でもあります。現在は約82000人、出生数は約
690人（出生率8.5％）で少子高齢化も進んでいます。
織田信長や豊臣秀次の城下町、近江商人によって栄えた
町としても知られています。街中は坂が少なく、自転車
の移動もしやすい町ですが、まだまだ移動手段は車が中
心で、核家族でも２台、１人１台所有している家庭もめ
ずらしくはないです。

「ほんわかハート」のはじまり
　市立幼稚園の年少保育がスタートするとともに、子育
てサークルの活動が衰退していきました。市に活動登録
していたサークルの代表が集まる連絡会で、サポートを
してくださっていた健康推進課の母子保健の担当者の方
と、子育てしている当事者が、欲しい子育て支援につい
て意見交換をするミーティングがありました。子育ての
当事者がつくる子育て支援が、任意団体「近江八幡市子
育てネットワークほんわかハート」の始まりでした。こ
のような機会はその頃ではとてもめずらしく、意見交換
が活発に行われていたのをよく覚えています。
　入園前の乳幼児～小学４年生の子どもの母親が集まり、
月一回のひろば運営からのスタートでした。その後、
「地域子育て拠点事業」を受託し、週３日開室のつどい
の広場「ほんわかの家」が始まりました。何もかもが手
探りで、サークルの延長線上で活動していたことを思い
出します。子育て支援員という仕事も確立されていなか
ったので、子どもの成長とともに就労していく仲間を見
送りながら、しっかり仕事としてやっていくベースを作
るため、残ったメンバーで法人設立を決めました。

異年齢交流がひろばのよさ
　当時、任意団体「近江八幡子育てネットワークほんわ
かハート」が地域子育て支援拠点事業を受託運営するこ
とに、異議を唱えていた行政関係者は少なくなかったそ
うです。そんな中、健康推進課の母子保健担当者の方が
設立を後押ししてくださり、「子育てをしている母親た
ちが主体的に活動することに意味がある」、と最後は押
し切ってもらえたそうです。このことは、法人設立後に
当時の関係者から伝え聞きました。改めてこういう機会
（法人を設立したこと）をいただけたことへの感謝の気
持ちとともに、しっかりと役割を務めていきたいと覚悟
が決まった瞬間でした。当時、母子保健の担当者の方が

いなければ、今の私も、ほんわかハートもなかったと思
います。
　もともと子育てに関心が高い仲間が集まっていたため、
得意な分野を担いながら、少しずつ運営組織として形が
整ってきました。「異年齢交流がひろばのよさ」と思っ
ていたところに、歩き始めた１歳児、走り回る２歳児の
親子さんの中に０歳児の赤ちゃんは全員母親に抱かれて、
部屋のはしっこに集まっている姿がありました。
　初めての子育てでドキドキしながら出向いてきた広場
が、安全で安心できる場所になっているのかな、とみん
なで話し合いました。赤ちゃんと母親が一緒に安心して
出かけられる地域の居場所づくりについて改めて考え、
０歳児親子のためのひろば「赤ちゃんデイ」が始まりま
した。赤ちゃんを連れて安心して出かけられる地域の居
場所として、ベビーマッサージなどにも取り組みました。
しかし、「夫以外で大人と話した日は数えるくらいしか
ない」という親たちの声や、広場の終了後も玄関の外で
おしゃべりを続ける母親たちの姿に、初めて子育てをす
る母親への支援が必要だと感じていました。そしてBP1
プログラムにチャレンジすることになりました。

せめてもう一人いてほしい
　「BP1プログラムをやろう！」と言い出した責任もあ
り、ドキドキしながらBP1ファシリテーター養成講座に
一人で参加しました。同じ受講者の中には、すでに担当
する日も決まっている方が含まれるなど、二日間でがっ
つり学びきるという養成講座は、今まで受けてきた他の
研修会等の雰囲気とはまったく違ったものでした。この
二日間があったからこそ、ファシリテーターとして年３
回実施を、アシスタントとともに地域子育て拠点事業の
中で行うことができたと思います。どうしたらいいか迷

NPO法人ほんわかハート　代表　伊﨑　葉子

地域の取り組み　  滋賀県近江八幡市

ひろばのＢＰ1プログラムから市事業への転換

－ 4 －



『こころの子育てインターねっと関西』通巻198号（2020年９月20日）

ったときには、事務局にも相談にのってもらったり、一
緒に考えてもらったり、導いてもらえたことでなんとか
乗り切ってこれたと思っています。
　感染症が流行り始める時期には、1人しかいないファ
シリテーターが休まず開催し続けられるかどうかの不安
や怖さを痛感しました。「絶対健康！　風邪もインフル
もアカン！」その思いを強く持っていたのを覚えていま
す。せめてもう一人いてほしい…。切なる思いでした。
　アシスタントはずっと講座を見聞きしているので、参
加者の感想などを直接聞くことも多く、BP1プログラム
によって参加者の表情が明るくなっていく姿や「来れて
良かった！」という参加者の声をよく理解してくれてい
ました。そこで、アシスタント経験者からファシリテー
ターへのステップアップを経てファシリテーターを増や
していきたい、と考えました。

二つだけは守っていこう
　長く続けていくためには、どうしたらいいか。アシス
タント経験者からファシリテーターへのステップは誰で
もいいわけではありませんでした。アシスタントに負担
をかけてはいけない、と受講費を研修費として人財投資
しました。工面してファシリテーター養成講座を受講し
てもらいましたが、資格認定取得後に退職するというこ
とがありました。
　悩みましたが、二つだけ守ってやろうと腹をくくりま
した。一つ目は頼まれた仕事ではなく「やりたい」とい
う気持ちを大切にする。これは私自身の中で優先順位の
高いところにある選択肢です。二つ目は、自分で受講費
を払って取り組もうと思う人に受講してもらうというこ
とです。養成講座の受講費は自己負担にし、その代わり
活躍の場を提供することで主体的なファシリテーターの
姿に変わっていきました。全国ではいろいろな環境下で
BP1プログラムを実施されていると思うので、あくまで
も団体としての考え方と捉えていただければ幸いです。

市の事業として認められ
　年３～４回のBP1プログラムを５年間実施してきまし
た。市に報告する年次報告とは別に、５年分のデータに
はプログラムに対する高い評価が詰まっていました。こ
れをまとめて参加募集に力を貸してくださっていた助産
師の先生方、母子保健担当の方々に、「参加者のみなさ
んからこんなに高い評価が得られました」と、アンケー
ト結果をご報告するとともに感謝の気持ちをお伝えしま
した。それが認められたのか、その翌年、BP1プログラ
ムが市の事業としてスタートすることになりました。
　近江八幡市では、年間約690人新生児が生まれ、第一
子の赤ちゃんはおおよそ345人。全員を対象者に第一子
出産後の登竜門として事業計画が整っていきました。初
年度は参加者数20組を年間11回、二年目は20組を12回、
途切れることなくBP1プログラムを実施することはあり
がたいことだと感じるものの、年4回の開催ペースとは
違い、ひろば運営との両立など不慣れなため気持ちの負

担を伴うものでした。2019年にあたる初年度を乗りき
れたのは、第１回目の不安げなお母さんたちの表情が第
４回目の明るい表情へ変化していく姿ではないかと思い
ます。「やってよかった！」と担当ファシリテーターが
感じられているからだと思います。

大切なファシリテーター研修会
　もちろん、参加者からの高い評価についてはプログラ
ムの良さが何より一番であることは言うまでもありませ
ん。しかし、年一回ファシリテーター研修会で学ぶ機会
があること、困ったときには相談にのってもらえるなど、
ファシリテーターにとって頼れるKKI　BP事務局がある
からだと感じています。プログラムを実施することは継
続的にできると思うのですが、参加者や自治体からの要
望に柔軟に対応すれば「プログラムの本質」が変わって
しまったり、プログラムフォームで開催はできるけれど、
大切にしないといけないポイントが抜けてしまうことに
つながってしまう。BP1プログラムには、そうならない
ようなファシリテーター研修会(フォロー)が年一回開催
されるので、プログラムで参加者へ伝えないといけない
ことが自己流になってしまわないように、学ぶ機会があ
り、「質の担保」がされていることで、高い評価を維持
できると考えています。

一緒に育ちあっていけばいい
　初めての子育てに限らず、人は解決の見えない不安の
中にいる時はギューッと体に力を入れて、視野も狭く、
目の前のことに一生懸命で周りの様子は見えていない状
況になります。第一子の子育ての２か月～４か月の頃は
まさしくその状態です。子育てのロールモデルが身近に
ないに等しい状況で子育てをするのですから、夫や家族
以外の人に力を借りていいのです。分からないことが多
いからこそ「不安」を分かち合っていいのです。「一人
前の親なんていない、一緒に育ちあっていけばいい」
BP1プログラムをとおして、近江八幡市で初めて子育て
をする母親のみなさんに、そのことを伝えていきたいと
思っています。

BP1プログラムの会場
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